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(2)

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
五
日
㈬
、
ハ

イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
に
於

い
て
開
催
。
平
成
二
十
七
年
度
決
算
報
告

の
承
認
を
始
め
、
予
定
さ
れ
て
い
た
議
案

す
べ
て
が
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
、
総

会
終
了
後
に
は
、
青
年
部
会
に
よ
る
「
租

税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

披
露
。特
別
講
演
会
で
は
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
富
坂
聰
氏
が
「
日
本
人
の
知
ら
な
い

中
国
の
現
実
」と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

来
賓
名

大
月
税
務
署
長
　
　
　
　
松
代
　
孝
廣
様

東
京
地
方
税
理
士
会

大
月
支
部
長
　
　
　
　
桑
原
　
　
敦
様

山
梨
県
法
人
会
連
合
会

副
会
長
　
　
　
　
　
　
青
沼
　
　
博
様

大
月
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

統
括
国
税
調
査
官
　
　
潮
　
あ
ゆ
み
様

大
月
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

審
理
上
席
国
税
調
査
官

中
山
　
　
淳
様

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
多
摩
支
社

甲
府
営
業
部
長
　
　
　
杉
山
　
　
敦
様

Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
株
式
会
社

首
都
圏
地
域
事
業
本
部
戦
略
統
括
部

法
人
会
推
進
部
長
　
　
辻
　
　
　
崇
様

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険
会
社

山
梨
支
社
長
　
　
　
　
西
内
　
達
也
様

表
　
彰

一
、
会
員
増
強
表
彰

銀
　
賞
　
山
中
湖
支
部

銅
　
賞
　
大
月
支
部

銅
　
賞
　
富
士
吉
田
統
括
支
部

銅
　
賞
　
河
口
湖
東
支
部

二
、
保
障
制
度
元
請
会
社
優
績
社
員
表
彰

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社前

川
ま
ゆ
み
様

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険
会
社

白
井
恵
美
子
様

大
月
法
人
会
第
五
回
定
時
総
会

大
月
法
人
会
細
谷
会
長
挨
拶

大
月
税
務
署
松
代
署
長
ご
祝
辞

税
理
士
会
桑
原
大
月
支
部
長
ご
祝
辞

山
梨
県
連
青
沼
副
会
長
ご
祝
辞

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
富
坂
聰
氏
講
演
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宮
下
　
完
爾
　
㈱
マ
シ
ナ
リ
ー

山
下
佐
一
郎
　
芙
蓉
実
業
㈱

桑
原
　
安
男
　
㈱
桑
原
興
業

浅
沼
　
歌
子
　
富
岳
物
産
㈱

渡
辺
　
直
企
　
㈱
富
士
情
報

大
森
　
保
廣
　
㈱
大
森
林
業
所

三
浦
　
　
信
　
三
浦
化
成
工
業
㈱

高
村
　
浩
明
　
富
士
水
熱
設
備
工
業
㈱

吉
野
　
保
美
　
㈱
吉
野
土
建

外
川
三
千
子
　
㈱
湖
山
亭
う
ぶ
や

柏
木
お
さ
む
　
㈲
フ
ロ
ス
ジ
ャ
パ
ン

小
林
ゆ
く
よ
　
㈱
コ
バ
ヤ
シ
工
業

監
　
事

湖
山
　
泰
三
　
㈱
湖
山
商
事

梶
原
　
秀
博
　
㈱
梶
原
工
業
所

新
津
　
好
久
　
㈱
新
津

理
事
相
当

尾
形
　
　
直
　
㈱
尾
形
製
作
所

吉
澤
　
武
司
　
富
士
航
空
電
子
㈱

平
井
　
　
勉
　
㈱
平
井
製
作
所

小
泉
　
裕
次
　
㈱
ユ
ー
キ

小
林
　
清
哲
　
㈲
小
林
仏
壇

荻
原
　
秀
祥
　
㈱
ユ
ー
シ
ン

赤
澤
　
克
夫
　
山
二
商
事
㈱

中
村
　
　
武
　
中
村
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

小
松
　
英
一
　
山
英
建
設
㈱

村
上
　
裕
一
　
新
田
産
業
㈱

山
崎
　
泰
洋
　
山
崎
織
物
㈱

奥
脇
　
芳
弘
　
宮
川
電
気
㈱

小
池
　
久
司
　
㈲
小
池
時
計
店

天
野
　
一
則
　
都
留
信
用
組
合

堀
内
　
　
満
　
パ
イ
ロ
ッ
ト
測
量
設
計
㈱

田
辺
　
丈
人
　
㈲
田
辺
織
物

渡
辺
　
浩
次
　
渡
秀
工
業
㈱

吉
沢
　
秀
雄
　
㈲
吉
沢
製
パ
ン

伊
東
　
貴
也
　
伊
東
商
店
㈱

山
田
　
義
文
　
㈲
山
田
屋
ホ
テ
ル

井
出
　
泰
済
　
㈱
富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル

三
浦
　
敬
伯
　
㈱
サ
イ
コ

松
浦
　
潤
一
　
㈱
エ
ム
テ
ィ
ー
シ
ー

井
出
　
　
隆
　
井
出
電
気
㈱

渡
邉
　
良
孝
　
登
り
坂
石
油
㈱

竹
中
　
潤
平
　
㈱
ト
リ
ケ
ミ
カ
ル
研
究
所

和
田
　
一
成
　
富
士
急
行
㈱

土
屋
き
よ
美
　
㈱
土
屋
製
作
所

臼
井
佳
津
子
　
㈱
臼
井
自
動
車

市
川
　
公
子
　
市
川
リ
ー
ス
㈱

小
林
　
聖
子
　
ネ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱

湖
山
　
和
子
　
㈱
湖
山
商
事

白
川
　
敏
子
　
山
陽
精
工
㈱

内
藤
　
定
子
　
㈱
ナ
イ
ト
ー
建
商

山
口
　
輝
子
　
㈲
山
口
乳
業

清
水
美
恵
子
　
㈱
龍
美
建
設

山
口
　
光
子
　
㈲
山
口
製
作
所

佐
波
　
佳
子
　
㈱
サ
ナ
ミ
製
作
所

鶴
田
み
さ
子
　
㈱
ツ
ル
タ

田
辺
　
勝
子
　
タ
ナ
ベ
電
器
㈱

日
川
　
和
子
　
㈲
日
川
時
計
店

横
打
香
代
子
　
㈱
山
梨
重
機

白
井
恵
美
子
　
エ
ス
プ
ラ
ン
㈱

外
川
　
桂
子
　
㈲
山
岸
旅
館

倉
澤
　
光
代
　
㈱
協
和
生
コ
ン

外
川
正
知
恵
　
㈲
天
下
茶
屋

大

月

法

人

会

役

員

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

顧
　
問

滝
口
　
哲
夫
様

原
田
　
　
威
様

相
談
役

井
出
　
常
済
様
　
㈱
富
士
レ
ー
ク
ホ
テ
ル

大
崎
　
俊
浩
様
　
秋
山
土
建
㈱

中
島
　
武
志
様
　
㈱
山
梨
中
央
銀
行
吉
田
支
店

堀
内
　
富
久
様
　
堀
内
電
気
㈱

長
田
　
富
也
様
　
ア
イ
ト
ー
電
子
㈱

小
林
　
　
武
様
　
㈱
コ
バ
ヤ
シ
工
業

槇
田
　
則
夫
様
　
㈱
槇
田
商
店

奈
良
　
紀
子
様
　
㈲
大
和
屋
薬
局

桑
原
　
　
敦
様
　
東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部

会
　
長

細
谷
　
憲
二

中
央
観
光
㈱

副
会
長

外
川
　
凱
昭
　
㈲
山
岸
旅
館

細
田
　
幸
次
　
都
留
信
用
組
合

川
上
洋
一
郎
　
川
上
建
設
㈱

新
名
　
米
光
　
㈱
新
名
製
作
所

志
村
美
貴
代
　
日
伸
総
建
㈱

小
林
余
し
緒
　
小
林
工
業
㈱

小
佐
野
昇
一
　
㈲
こ
み
た
け
売
店

専
務
理
事
兼
事
務
局
長

小
笠
原
能
久

公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会

常
任
理
事

山
口
　
照
義
　
㈱
メ
イ
ト

田
村
　
夏
子
　
㈱
田
村
組

鯨
岡
　
正
文
　
三
栄
工
業
㈱

堀
江
　
俊
隆
　
㈱
堀
江
製
作
所

小
林
　
歳
男
　
㈱
小
林
工
務
店

奥
秋
　
幸
治
　
奥
秋
建
設
㈱

渡
辺
　
吉
勝
　
山
叶
㈱

大
森
　
剛
仁
　
㈱
大
森
工
務
所

渡
邉
　
幸
男
　
吉
田
タ
ク
シ
ー
㈲

堀
内
光
一
郎
　
富
士
急
行
㈱

立
川
　
正
史
　
秋
山
土
建
㈱

高
村
　
朝
彦
　
タ
カ
ム
ラ
建
設
㈱

梶
原
　
信
行
　
船
津
観
光
㈱

津
田
　
　
昭
　
富
士
観
光
開
発
㈱

倉
澤
　
鶴
義
　
㈱
協
和
生
コ
ン

理
　
事

古
家
　
恵
次
　
大
嶺
興
業
㈱

守
屋
　
博
文
　
㈱
ト
ー
ホ
ー

城
戸
　
正
三
　
㈱
キ
ド
ハ
イ
テ
ッ
ク

鈴
木
　
誠
一
　
㈱
鈴
木
製
作
所

山
下
　
久
幸
　
㈱
エ
ノ
モ
ト

天
野
　
喜
宗
　
㈱
み
ど
り
や

中
山
　
愛
美
　
㈱
ナ
カ
ヤ
マ

天
野
　
太
文
　
濱
野
屋
テ
ィ
ー
ト
ラ
ス
ト
㈲

三
木
　
範
之
　
甲
陽
産
業
㈱

佐
々
木
弘
之
　
㈱
田
中
屋

井
上
　
博
之
　
㈲
井
上
石
油

越
石
　
賢
一
　
㈱
ミ
ネ
ル
バ

藤
江
　
一
枝
　
㈲
共
立
機
械
製
作
所

餌
取
　
一
成
　
㈲
印
刷
エ
ト
リ

小
俣
　
幸
市
　
㈱
小
俣
工
務
所

長
田
　
公
明
　
長
田
産
業
㈱

渡
邉
　
　
稔
　
㈱
渡
辺
商
店

小
佐
野
紀
之
　
㈲
こ
み
た
け
売
店
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正味財産増減計算書合計表

科　　　目
Ⅰ．一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

⑴経常収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会費
事業収益
受取補助金等
受取負担金
寄附金
雑収益
経　常　収　益　計

⑵経常費用
公益目的事業
収益事業等
管理費
経　常　費　用　計

当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

Ⅱ．指定正味財産増減の部
受取補助金等
受取全法連助成金
受取県連助成金
一般正味財産への振替額

当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ．正味財産期末残高

平成27年度決算

1,750
14,481

14,203,000
8,865,660
7,824,400
1,624,000

72,000
1,049,586

33,654,877

19,981,687
10,736,584

3,042,452
33,760,723
△ 105,846

249,247,863
249,142,017

7,674,400
7,674,400

△ 7,674,400
0
0
0

249,142,017

平成27年度予算

1,750
13,879

14,178,000
8,730,000
7,824,400
1,677,000

80,000
405,000

32,910,029

19,351,745
10,558,366

2,963,863
32,873,974

36,055
249,247,863
249,283,918

7,674,400
7,674,400

△ 7,674,400
0
0
0

249,283,918

平成28年度予算

1,750
14,695

14,056,000
9,909,000
8,049,900
1,629,000

80,000
505,000

34,245,345

20,910,784
10,249,501

3,069,804
34,230,089

15,256
249,142,017
249,157,273

7,899,900
7,899,900

△ 7,899,900
0
0
0

249,157,273

山
梨
県
法
人
会
連
合
会

第
四
回
定
時
総
会

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
日
㈪
、
ア
ピ

オ
甲
府
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
当
会
よ
り

二
十
三
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
議
事
終
了
後
に
功
労
者
表
彰
が
行

わ
れ
、
当
会
よ
り
次
の
役
員
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
十
八
年
度
全
法
連
功
労
者
表
彰
受
賞
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長
　
　
　

㈱
新
名
製
作
所
　
新
名
　
米
光
様
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常
任
理
事

㈱
田
村
組
　
田
村
　
夏
子
様

二
十
八
年
度
県
連
功
労
者
表
彰
受
賞
者

副
会
長㈲

こ
み
た
け
売
店
　
小
佐
野
昇
一
様

理
　
事

㈱
マ
シ
ナ
リ
ー
　
宮
下
　
完
爾
様

関
係
民
間
団
体
事
務
局
長
会

及
び
関
係
民
間
団
体
長
会

大
月
税
務
署
管
内
関
係
民
間
団
体
事
務

局
長
会
・
団
体
長
会
が
六
月
九
日
㈭
、
二

十
一
日
㈫
、
大
月
税
務
署
三
階
会
議
室
に

於
い
て
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
度
事

業
・
決
算
報
告
及
び
平
成
二
十
八
年
度
事

業
・
予
算
計
画
に
係
る
協
議
の
他
、
各
団

体
及
び
税
務
署
か
ら
連
絡
事
項
が
あ
り
ま

し
た
。

関
係
民
間
団
体
長
会

関
係
民
間
団
体
意
見
交
換
会

大
月
税
務
署
管
内
関
係
民
間
団
体
長
会

及
び
団
体
意
見
交
換
会
が
七
月
二
十
日

㈬
、
午
後
四
時
、
五
時
よ
り
ホ
テ
ル
鐘
山

苑
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
交

換
会
で
は
関
係
民
間
団
体
役
員
等
総
勢
百

二
名
が
出
席
し
、
松
代
孝
廣
大
月
税
務
署

長
以
下
、
署
幹
部
職
員
の
紹
介
や
署
と
の

意
見
交
換
並
び
に
団
体
役
員
相
互
の
親

睦
・
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
地
方
税
理
士
会

山
梨
県
会
総
会

平
成
二
十
八
年
六
月
十
日
㈮
会
長
出
席

甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル

東
京
地
方
税
理
士
会

大
月
支
部
総
会

平
成
二
十
八
年
六
月
十
七
日
㈮
会
長
出
席

ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

富
士
吉
田
支
部
役
員
会

平
成
二
十
八
年
五
月
十
三
日
㈮

都
留
信
用
組
合
本
店

富
士
吉
田
支
部
主
催
セ
ミ
ナ
ー

平
成
二
十
八
年
度
富
士
吉
田
支
部
セ
ミ

ナ
ー
が
支
部
役
員
及
び
青
年
部
会
・
女
性

部
会
の
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、

六
月
一
日
㈬
、
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
に
於
い
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
進
行
を
青

年
・
女
性
部
会
が
担
当
し
、
細
谷
大
月
法

人
会
長
、
大
月
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部

門
潮
あ
ゆ
み
統
括
国
税
調
査
官
に
ご
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。

第
一
部
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
大
筋
合
意
等

に
関
す
る
説
明
」
と
題
し
て
、
東
京
税
関

支
部
活
動
報
告
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総
務
部
長
の
松
重
友
啓
氏
に
環
太
平
洋
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
成
功
裏
に
妥
結
す
る

事
の
意
義
と
関
税
の
諸
問
題
に
つ
い
て
説

明
を
頂
き
ま
し
た
。

第
二
部
は
「
か
ら
だ
の
声
、
聞
い
て

る
？
」
と
題
し
て
、
薬
剤
師
・
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
「
タ
ッ
キ
ー
先
生
」
こ
と
滝

村
桂
子
氏
に
「
か
ら
だ
の
症
状
は
潜
在
意

識
を
代
弁
し
て
く
れ
て
い
る
」、「
か
ら
だ

の
症
状
は
今
現
在
の
こ
こ
ろ
は
も
と
よ

り
、
自
分
の
身
の
回
り
の
家
族
や
社
会
そ

の
他
環
境
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
と

常
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
」
な
ど
、
健
康
に

関
す
る
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
の
一
時
間
半
で
し
た
。

そ
の
後
富
士
吉
田
支
部
の
税
務
研
修
会

が
行
わ
れ
、「
軽
減
税
率
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
大
月
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部

門
中
山
淳
審
理
上
席
国
税
調
査
官
に
解
説

し
て
頂
き
ま
し
た
。
会
員
増
強
と
来
年
度

の
富
士
吉
田
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
確

認
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

富
士
吉
田
六
支
部
統
括
支
部
長
　

小
佐
野
紀
之

青
年
部
会
役
員
会
・

署
と
の
意
見
交
換
会

平
成
二
十
八
年
八
月
二
日
㈫
午
前
十
一

時
よ
り
、
大
月
税
務
署
三
階
大
会
議
室
に

於
い
て
開
催
。
大
月
税
務
署
か
ら
松
代
孝

廣
署
長
様
を
始
め
、
佐
藤
二
朗
総
務
課
長

様
、
法
人
課
税
第
一
部
門
斉
藤
誠
一
統
括

官
様
、
各
部
門
幹
部
の
皆
様
に
も
出
席
し

て
頂
き
ま
し
た
。

松
代
署
長
様
に
ご
挨
拶
を
頂
き
、
法
人

課
税
第
一
部
門
中
山
淳
上
席
官
様
よ
り
署

幹
部
の
皆
様
を
紹
介
し
て
頂
い
た
後
、
名

刺
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
部
会
役
員
の

自
己
紹
介
で
は
天
野
最
高
顧
問
よ
り
大
月

法
人
会
青
年
部
会
で
は
な
ぜ
定
年
制
を
設

け
な
か
っ
た
の
か
等
、
部
会
創
設
期
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
進
行
出
来
ま
し
た
。

議
事
に
移
り
、
青
年
部
会
役
員
が
委
員

を
務
め
る
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
推
進
協
議
会
の
更

な
る
協
力
、
今
年
度
施
行
に
よ
る
大
月
支

部
・
都
留
支
部
合
同
担
当
の
第
三
十
二
回

『
高
校
生
の
税
に
関
す
る
標
語
』
募
集
、

忍
野
・
山
中
湖
支
部
担
当
の
税
金
ク
イ

ズ
・
少
年
野
球
大
会
、
河
口
湖
支
部
担
当

の
環
富
士
山
交
流
会
等
、
各
事
業
の
取
組

み
報
告
が
な
さ
れ
、
青
年
部
会
員
が
一
丸

と
な
っ
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
事
を

確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
今
年
時
期
を
早
め

九
月
に
開
催
さ
れ
る
『
全
国
青
年
の
集
い

（
北
海
道
大
会
）』
の
概
要
が
説
明
さ
れ
、

十
四
名
の
部
会
員
が
参
加
予
定
で
あ
る
事

が
報
告
さ
れ
、
そ
の
他
議
事
で
は
、
厚
生

委
員
長
を
務
め
る
川
上
最
高
顧
問
よ
り
、

今
年
度
は
紹
介
運
動
強
化
に
よ
る
法
人
会

福
利
厚
生
制
度
を
推
進
し
て
い
く
旨
説
明

し
、
青
年
部
会
に
対
す
る
協
力
要
請
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

役
員
会
終
了
後
は
、
署
と
の
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
、
松
代
署
長
様
を
始
め
署
幹

部
の
皆
様
と
こ
れ
か
ら
の
青
年
部
会
活
動

に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
有
意

義
な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
会
長
　
小
佐
野
昇
一

青
年
部
会
活
動
報
告



(7)

最
高
顧
問

天
野
　
喜
宗

㈱
み
ど
り
や

小
佐
野
紀
之

㈲
こ
み
た
け
売
店

細
谷
　
憲
二

中
央
観
光
㈱

川
上
洋
一
郎

川
上
建
設
㈱

顧
　
　
問

守
屋
　
博
文

㈱
ト
ー
ホ
ー

餌
取
　
一
成

㈲
印
刷
エ
ト
リ

井
上
　
博
之

㈲
井
上
石
油

山
口
　
照
義

㈱
メ
イ
ト

越
石
　
賢
一

㈱
ミ
ネ
ル
バ

鯨
岡
　
正
文

三
栄
工
業
㈱

渡
辺
　
信
介

㈲
湧
池

小
林
　
清
哲

㈲
小
林
仏
壇

荻
原
　
秀
祥

㈱
ユ
ー
シ
ン

吉
野
　
保
美

㈱
吉
野
土
建

奥
脇
　
芳
弘

宮
川
電
気
㈱

堀
江
　
俊
隆

㈱
堀
江
製
作
所

赤
澤
　
克
夫

山
二
商
事
㈱

柏
木
お
さ
む

㈲
フ
ロ
ス
ジ
ャ
パ
ン

小
池
　
久
司

㈲
小
池
時
計
店

中
村
　
　
武

中
村
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

部
会
長

小
佐
野
昇
一

㈲
こ
み
た
け
売
店

上
野
原
支
部
長

鈴
木
　
誠
一

㈱
鈴
木
製
作
所

大
月
支
部
長

三
木
　
範
之

甲
陽
産
業
㈱

都
留
支
部
長

小
松
　
英
一

山
英
建
設
㈱

富
士
吉
田
支
部
長

伊
東
　
貴
也

伊
東
商
店
㈱

忍
野
・
山
中
湖
支
部
長

三
浦
　
　
信

三
浦
化
成
工
業
㈱

河
口
湖
支
部
長

渡
邉
　
良
孝

登
り
坂
石
油
㈱

幹
事
長
兼
会
計

山
下
佐
一
郎

芙
蓉
実
業
㈱

事
業
委
員
長

松
浦
　
潤
一

㈱
エ
ム
テ
ィ
ー
シ
ー

上
野
原
副
支
部
長

尾
形
　
　
直

㈱
尾
形
製
作
所

大
月
副
支
部
長
兼
親
睦
委
員
長

佐
々
木
弘
之

㈱
田
中
屋

都
留
副
支
部
長

菊
地
　
明
久

㈱
長
田
電
材
工
業

富
士
吉
田
副
支
部
長

渡
辺
　
三
雄

三
和
建
設
㈱

河
口
湖
副
支
部
長

渡
辺
　
松
氏

㈲
旅
館
松
屋

忍
野
・
山
中
湖
副
支
部
長

渡
辺
　
教
彦

㈱
渡
辺
工
務
店

幹
　
　
事

宮
田
　
千
治

ミ
ヤ
通
信
工
業
㈱

天
野
　
統
一

濱
野
屋
テ
ィ
ー
ト
ス
ト
㈲

中
山
　
愛
美

㈱
ナ
カ
ヤ
マ

塩
沢
　
三
好

㈲
シ
ョ
ッ
プ
シ
オ
ザ
ワ

藤
本
　
恭
司

㈱
や
お
き

清
水
　
偉
也

㈲
清
水
商
事
サ
ー
ビ
ス
工
場

白
輪
地
　
厚

㈱
三
吉

平
井
　
　
勉

㈱
平
井
製
作
所

西
室
　
信
男

㈲
西
忠
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

小
泉
　
裕
次

㈱
ユ
ー
キ

野
武
　
直
記

ユ
ニ
テ
ッ
ク
㈱

堀
内
　
慎
也

堀
内
電
気
㈱

奥
秋
　
公
大

奥
秋
建
設
㈱

九
鬼
　
　
敦

㈲
九
鬼
塗
装

細
田
　
浩
一

㈱
セ
ン
ト
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ

本
田
　
　
剛

㈱
中
村
酒
販

渡
辺
　
秀
行

（資）
渡
辺
酒
店

小
林
　
大
希

㈱
丸
大
産
業

岩
下
　
　
稔

㈲
岩
下
産
業

金
巻
　
　
裕

㈲
中
村
薬
局

白
須
　
資
望

富
士
新
幸
㈱

鈴
木
　
雅
俊

㈱
鈴
木
工
業

中
村
　
　
哲

㈱
丸
正
電
器

平
井
　
尚
博

㈲
平
井
製
作
所

宮
下
　
　
崇

㈱
宮
下

渡
邊
　
訓
勝

山
叶
㈱

白
須
　
一
政

㈱
シ
ラ
ス
自
工

新
田
　
隆
人

㈱
エ
ス
・
イ
ー
・
エ
ス

吉
元
　
　
潤

吉
田
精
工
㈱

桑
原
　
大
輔

桑
原
電
業
㈱

羽
田
早
一
郎

㈱
羽
田
印
刷
　

佐
藤
　
浩
文

㈲
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
サ
ト
ー

梶
原
　
　
洋

船
津
観
光
㈱

小
佐
野
睦
浩

㈲
小
佐
野
設
備

監
　
　
事

深
沢
　
　
央

な
だ
や
㈱

渡
邉
　
幸
男

吉
田
タ
ク
シ
ー
㈲

第
五
回
青
年
部
会
定
時
総
会

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
五
日
㈬

ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

青
年
部
会
連
絡
協
議
会

税
金
教
室・ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室

平
成
二
十
八
年
七
月
九
日
㈯
　

敷
島
総
合
体
育
館

青
年
部
会
役
員

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
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租
税
教
室
講
習
会

平
成
二
十
八
年
六
月
十
五
日
㈬

大
月
税
務
署

小
学
生
租
税
教
室
の
開
催

今
年
で
十
八
回
目
を
数
え
る
「
小
学
生

租
税
教
室
」
は
、
女
性
部
会
大
月
支
部
が

担
当
し
、
七
月
十
九
日
㈫
、
猿
橋
小
学
校

さ
く
ら
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
同
校
六
年
生

五
十
三
名
を
対
象
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

教
室
開
催
に
向
け
て
、
大
月
税
務
署
中

山
上
席
官
、
甲
府
税
務
署
本
川
広
報
広
聴

官
の
ご
指
導
・
ご
協
力
の
も
と
、
女
性
部

会
大
月
支
部
で
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
開
催
当
日
は
中
山
上
席
官
、
法
人

会
小
笠
原
専
務
、
志
村
女
性
部
会
長
に
も

ご
出
席
を
頂
き
、
清
水
大
月
副
支
部
長
が

講
師
、
支
部
役
員
が
講
師
補
助
を
務
め
、

税
金
ク
イ
ズ
や
ビ
デ
オ
を
交
え
な
が
ら
、

小
学
生
と
共
に
楽
し
い
租
税
教
室
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
参
加
の
小
学
生
に
は
夏
休

み
の
宿
題
と
し
て
、
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
へ
の
出
品
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

今
回
開
催
の
「
租
税
教
室
」
及
び
こ
れ

か
ら
行
わ
れ
る
「
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
通
じ
、
未
来
の
納
税
者
と
な
る
小
学
生

が
、
税
金
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
き
っ
か

け
と
な
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

女
性
部
会
大
月
支
部
長
　
内
藤
　
定
子

女
性
部
会
日
帰
り
研
修
会

七
月
四
日
㈪
、
初
夏
の
日
差
し
の
降
り

注
ぐ
中
、
横
浜
方
面
へ
誘
わ
れ
た
そ
の
先

に
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
最
も
美
し
い
村
と
称

さ
れ
た
コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
の
村
の
雰
囲
気

を
再
現
し
た
祝
福
の
広
場
「
ハ
ー
ト
コ
ー

ト
横
浜
」
で
し
た
。
そ
こ
は
貴
族
の
邸
宅

を
思
わ
せ
る
細
部
ま
で
こ
だ
わ
り
抜
い
た

本
物
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
数
々
。
世
界
で

一
つ
し
か
な
い
幸
せ
な
ひ
と
時
を
造
り
出

す
結
婚
式
会
場
を
、
細
谷
会
長
の
ご
配
慮

に
よ
り
観
覧
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
会

長
及
び
コ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
は
ご

多
忙
中
に
も
拘
ら
ず
暖
か
く
お
出
迎
え
下

さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
格
調
高
き
英
国
の
伝
統
あ
る
ア
ン
テ

女
性
部
会
活
動
報
告

高
校
生
税
の
標
語
募
集
お
願
い

平
成
二
十
八
年
七
月
七
日
㈭

大
月
市
役
所
・
都
留
高
校

平
成
二
十
八
年
七
月
十
九
日
㈫

都
留
市
役
所
・
都
留
興
譲
館
高
校
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ィ
ー
ク
ソ
フ
ァ
ー
の
あ
る
会
場
に
お
け
る

「
歳
入
と
歳
出
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
税
務
研
修
会
は
大
変
有
意
義
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
会
場
を
横
浜
中
華
街
に
移
し
、

細
谷
会
長
に
も
出
席
を
頂
き
、
昼
食
を
兼

ね
て
の
意
見
交
換
会
を
開
催
。
志
村
部
会

長
か
ら
は
「
平
成
三
十
年
四
月
に
開
催
さ

れ
る
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
山
梨
大
会
で

は
、
全
国
の
皆
様
を
お
も
て
な
し
の
心
で

お
迎
え
し
、
県
連
女
性
部
会
員
全
員
が
一

致
団
結
し
大
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

う
！
」
と
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

富
士
吉
田
副
支
部
長
　
白
井
恵
美
子

郡
内
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
大
会

平
成
二
十
八
年
五
月
七
日
㈯

富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

第
五
回
女
性
部
会
定
時
総
会

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
五
日
㈬

ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

税
金
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
お
願
い

平
成
二
十
八
年
七
月
十
七
日
㈰

禾
生
第
一
小
学
校
・
西
桂
小
学
校

第
十
二
回
慰
問
活
動

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
三
日
㈭

よ
こ
ぶ
き
荘
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全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

山
梨
大
会
準
備
委
員
会

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日
㈮

六
月
九
日
㈭
・
六
月
二
十
九
日
㈬

甲
府
法
人
会
館

第
四
十
回
女
性
部
会
連
絡
協
議
会

平
成
二
十
八
年
七
月
十
二
日
㈬

甲
府
法
人
会
館

女
性
部
会
役
員

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

顧
　
　
問

奈
良
　
紀
子

㈲
大
和
屋
薬
局

小
林
余
し
緒

小
林
工
業
㈱

部
会
長

志
村
美
貴
代

日
伸
総
建
㈱

副
部
会
長
兼
幹
事
長

小
林
ゆ
く
よ

㈱
コ
バ
ヤ
シ
工
業

上
野
原
支
部
長

田
村
　
夏
子

㈱
田
村
組

大
月
支
部
長

内
藤
　
定
子

㈱
ナ
イ
ト
ー
建
商

都
留
支
部
長
兼
事
業
委
員
長

藤
江
　
一
枝

㈲
共
立
機
械
製
作
所

富
士
吉
田
支
部
長
　
　

横
打
香
代
子

㈱
山
梨
重
機

河
口
湖
支
部
長

外
川
　
桂
子

㈲
山
岸
旅
館

上
野
原
副
支
部
長

土
屋
き
よ
美

㈱
土
屋
製
作
所

大
月
副
支
部
長

清
水
美
恵
子

㈱
龍
美
建
設

都
留
副
支
部
長

山
口
　
光
子

㈲
山
口
製
作
所

富
士
吉
田
副
支
部
長

白
井
恵
美
子

エ
ス
プ
ラ
ン
㈱

河
口
湖
副
支
部
長
兼
会
計

外
川
正
知
恵

㈲
天
下
茶
屋

幹
　
　
事

中
原
　
智
子

㈱
中
原
製
材
所

石
井
　
明
美

㈲
島
田
交
通

高
橋
　
式
子

㈱
高
橋
建
設

臼
井
佳
津
子

㈱
臼
井
自
動
車

市
川
　
公
子

市
川
リ
ー
ス
㈱

小
林
　
聖
子

ネ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱

天
野
　
　
操

（名）
米
屋
時
計
店

川
村
　
真
弓

立
正
堂
印
刷
㈲

小
林
登
喜
子

㈲
神
戸
電
工

白
川
　
敏
子

山
陽
精
工
㈱

山
口
　
輝
子

㈲
山
口
乳
業

小
高
　
洋
子

㈲
コ
タ
カ
電
化

志
村
ひ
ろ
江

志
村
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

石
井
　
清
子

規
予

㓛
刀
真
佐
美

桂
商
会
㈱

谷
内
江
美
子

谷
内
建
設
㈱

程
原
　
洋
子

㈲
程
原
製
作
所

佐
藤
　
武
子

㈱
佐
藤
ダ
ン
ボ
ー
ル

渡
辺
な
お
み

㈲
宝
観
光
バ
ス

渡
辺
ふ
く
子

㈱
渡
辺
商
店
（
コ
ー
ラ
ス
部
長
）

菅
谷
　
勝
子

㈲
す
が
や

堀
内
　
花
代

堀
建
ト
ー
ヨ
ー
住
器
㈱

佐
波
　
佳
子

㈱
サ
ナ
ミ
製
作
所

浅
沼
　
歌
子

富
岳
物
産
㈱

田
辺
　
勝
子

タ
ナ
ベ
電
器
㈱

渡
邉
　
千
恵

吉
田
タ
ク
シ
ー
㈲

田
辺
　
潤
子

㈱
ま
る
さ
く
た
な
べ

森
嶋
　
友
子

㈱
弘
美
イ
ン
テ
リ
ア

伊
藤
　
道
子

㈲
伊
藤

井
出
て
る
ゑ

㈱
井
出
商
店

日
川
　
和
子

㈲
日
川
時
計
店

髙
橋
ま
す
子

㈲
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
キ
タ
フ
ジ

渡
邊
伊
寿
美

㈲
ウ
イ
ス
テ
リ
ア

小
山
田
可
能
子

㈲
富
士
エ
コ
ト
ー
プ
ミ
レ
ニ
ア
ム

池
上
美
奈
子

㈱
池
上
工
務
所

外
川
三
千
子

㈱
湖
山
亭
う
ぶ
や

渡
邉
　
林
美

登
り
坂
石
油
㈱

梶
原
　
広
子

船
津
観
光
㈱

監
　
　
事

湖
山
　
和
子

㈱
湖
山
商
事

鶴
田
み
さ
子

㈱
ツ
ル
タ（
コ
ー
ラ
ス
部
副
部
長
）

株式会社 マシナリー
総合建設業

土木・建設工事

〒403-0008　山梨県富士吉田市下吉田東一丁目24番５号
TEL：0555-24-7755  FAX：0555-24-4055

URL：http://www.afp.co.jp/macinary/index.html
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決
算
法
人
説
明
会

平
成
二
十
八
年
五
月
十
九
日
㈭

十
九
名

平
成
二
十
八
年
六
月
十
六
日
㈭

二
十
三
名

平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
一
日
㈭

二
十
三
名

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
四
日
㈬

十
九
名
　

大
月
税
務
署

新
設
法
人
説
明
会

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
二
日
㈬

七
名

大
月
法
人
会
館

県
連
税
制
委
員
会

平
成
二
十
八
年
六
月
九
日
㈭
　

甲
府
法
人
会
館
　

広
報
委
員
会

平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
二
日
㈮
　
九
名

大
月
法
人
会
館
　

県
連
厚
生
委
員
会

平
成
二
十
八
年
八
月
二
日
㈫
　

古
名
屋
ホ
テ
ル

県
連
事
務
局
長
会
議

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
四
日
㈮
　

甲
府
法
人
会
館

広
報
封
入
作
業

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
八
日
㈭
　
十
一
名

大
月
法
人
会
館

新
入
会
員
紹
介

○
や
す
べ
い

富
士
吉
田
市
松
山
五
―
十
四
―
三

代
表
者
　
濱
野
　
泰
宏

○
柴
功
総
建

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
一
五
八
三
―
六

代
表
者
　
柴
田
　
功
史

○
ナ
ガ
ノ
電
器

南
都
留
郡
西
桂
町
小
沼
二
四
六
―
三

代
表
者
　
長
野
　
義
光

○
株
式
会
社
ヒ
カ
リ

都
留
市
下
谷
四
―
一

代
表
取
締
役
　
渡
部
富
美
男

○
龍
株
式
会
社

南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
一
四
八

代
表
取
締
役
　
山
崎
　
龍
介

○
有
限
会
社
羽
田
建
業

富
士
吉
田
市
小
明
見
一
八
六
三
―
四

代
表
取
締
役
　
羽
田
　
吾
夫
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株式会社 田 村 組

精密プレス金型設計・製作　　試作全般
プレス部品加工（単発・順送） NC加工（単品・量産）

株式会社 新
し ん

名
みょう

製作所
〒409-0133 山梨県上野原市八ツ沢142-1

TEL（0554）62 −3988㈹ 
FAX（0554）62 −3987

富士山五合目　こみたけ売店富士山五合目　こみたけ売店
富士山をより美しく富士山をより美しく

　　　　　　　代表取締役　小 佐 野　昇 一
山梨県富士吉田市上吉田小御岳下５６１７

TEL 0555-72-1476

　　　　　　　代表取締役　小 佐 野　昇 一
山梨県富士吉田市上吉田小御岳下５６１７

TEL 0555-72-1476

士山をよよをををよをよ山山山を山を士士士山士山富富富士富士

　　
　　　　　　　 　   　  

 

　　　　　　　 　   　  

 

よ 美ししく美美美し美しりりり美り美

　　
　　　　　　　 　   　  

 

　　　　　　　 　   　  

 

　　
　　　　　　　 　   　  

 

　　　　　　　 　   　  

 

　　
　　　　　　　 　   　  

 

　　　　　　　 　   　  

 

　　
　　　　　　　 　   　  

 

　　　　　　　 　   　  

 

士士富富

山

　　
　　　　　　　 　   　  

 

　　　　　　　 　   　  

 

士山 合合目五五
代表 締役

山梨県富士吉田市上吉
TEL0555-

取

　　
　　　　　　　 　   　  

 

　　　　　　　 　   　  

 

こみた
役 小佐野 昇一
吉田小御岳下５６１７
72-1476

　　
　　　　　　　 　   　  

 

　　　　　　　 　   　  

 

け売店
一
７
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平
成
二
十
六
年
六
月
九
日
㈭
、
甲
府
法
人
会

館
に
於
い
て
県
連
税
制
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

県
下
４
単
位
会
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
「
税
制

改
正
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」に
よ
る
会
員

企
業
の
要
望
等
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
山
梨

県
連
提
言
書
と
し
て
全
法
連
へ
提
出
し
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
山
梨
県
法
人
会
連
合
会

平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
異
次
元
の
金
融
緩
和

の
結
果
、
円
安
が
進
み
、
輸
出
企
業
の
業
績
回

復
、
将
来
の
期
待
か
ら
の
株
価
の
上
昇
が
生
じ
、

長
く
続
い
た
デ
フ
レ
経
済
か
ら
景
色
が
変
わ
っ

た
と
い
わ
れ
る
が
、
中
小
企
業
が
大
層
を
占
め

る
地
方
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
が
乏
し

く
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
社
会
保

障
制
度
の
安
定
化
、
財
政
健
全
化
の
た
め
の
消

費
税
増
税
が
再
び
先
送
り
さ
れ
た
が
、
今
回
の

決
定
に
よ
り
、
税
制
・
社
会
保
障
の
将
来
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
る
時
間
が
得
ら
れ
た
。
こ
れ

を
単
な
る
先
送
り
と
せ
ず
、
行
財
政
改
革
の
徹

底
を
は
じ
め
、
軽
減
税
率
の
是
非
や
イ
ン
ボ
イ

ス
へ
の
移
行
、
消
費
税
以
外
の
財
源
と
し
て
の

資
産
課
税
等
、
社
会
保
障
の
全
体
像
に
つ
い
て

確
固
た
る
方
針
を
打
出
す
必
要
が
あ
る
。

当
会
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
「
税
制
改
正
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
た
。
会

員
企
業
の
要
望
を
踏
ま
え
、
地
方
創
生
等
に
活

力
を
与
え
る
税
制
の
実
現
を
要
望
す
る
。

法
人
税
制

１
、
法
人
税
率
の
さ
ら
な
る
引
き
下
げ
に
つ
い

て
平
成
28
年
度
税
制
改
正
で
法
人
税
率
は
平
成

28
年
度
に
23
・
４
％
に
平
成
30
年
度
に
は
23
・

２
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
法
人
実

効
税
率
は
平
成
28
年
度
が
29
・
９
７
％
、
平
成

30
年
度
か
ら
は
29
・
74
％
と
な
っ
た
が
、
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
、
企
業
は
簡
単
に
低
税
率

国
に
本
社
を
移
す
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
企
業

の
国
際
競
争
力
を
高
め
、
外
国
企
業
の
日
本
進

出
も
後
押
し
す
る
た
め
に
、
経
済
協
力
開
発
機

構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟
国
平
均
並
み
の
25
％
台

ま
で
引
き
下
げ
を
求
め
る
。

２
、
中
小
企
業
の
軽
減
税
率
に
つ
い
て

現
行
の
中
小
法
人
の
軽
減
税
率
の
特
例
（
所

得
金
額
年
８
０
０
万
円
以
下
の
税
率
15
％
）

は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
の
時
限
措
置
と
な

っ
て
い
る
。
中
小
法
人
活
性
化
の
た
め
に
、
こ

の
時
限
措
置
を
本
則
化
と
し
、
ま
た
昭
和
56
年

以
来
８
０
０
万
円
以
下
に
据
え
置
か
れ
て
い
る

適
用
所
得
金
額
を
１
、
６
０
０
万
円
程
度
へ
引

き
上
げ
る
こ
と
。

３
、
中
小
法
人
の
延
納
制
度
の
整
備
に
つ
い
て

中
小
企
業
に
と
っ
て
日
々
の
資
金
繰
り
は
重

要
な
経
営
課
題
で
あ
り
、
近
年
の
厳
し
い
経
営

環
境
の
下
で
は
決
算
期
に
お
け
る
納
税
義
務
が

大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
所
得
税
法
に
お

い
て
は
延
納
制
度
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
法
人

税
法
で
は
昭
和
59
年
度
税
制
改
正
で
廃
止
さ
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
個
人
事
業

者
と
中
小
法
人
と
の
間
で
納
税
資
金
の
準
備
に

つ
い
て
不
均
衡
が
生
じ
て
い
る
。
中
小
法
人
の

資
金
繰
り
を
考
慮
し
、
法
人
税
の
延
納
制
度
を

復
活
さ
せ
る
と
と
も
に
消
費
税
に
つ
い
て
も
延

納
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
。

４
、
法
人
課
税
ベ
ー
ス
の
見
直
し
に
つ
い
て

⑴
受
取
配
当
金
益
金
不
算
入
制
度
と
租
税
特
別

措
置
法
に
つ
い
て

受
取
配
当
金
益
金
不
算
入
制
度
は
、
法
人
企

業
と
株
主
個
人
の
二
重
課
税
排
除
の
た
め
に
設

け
ら
れ
た
側
面
も
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
上
場

企
業
の
持
株
比
率
は
個
人
株
主
20
％
程
度
に
対

し
、
80
％
近
く
が
法
人
株
主
と
な
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
企
業
の
受
取
配
当
金
の

合
計
額
の
約
90
％
を
大
企
業
が
占
め
、
大
企
業

の
利
益
の
多
く
は
個
人
株
主
に
帰
着
し
て
い
な

い
た
め
、
こ
の
制
度
を
適
用
す
る
根
拠
は
失
わ

れ
て
い
る
に
等
し
い
。

租
税
特
別
措
置
法
に
つ
い
て
は
、
減
税
額
全

体
の
約
65
％
を
大
企
業
が
受
け
て
い
る
。一
方
、

中
小
企
業
に
は
優
遇
措
置
が
適
用
さ
れ
る
条
件

が
整
っ
て
い
な
い
た
め
に
法
定
税
率
に
近
い
税

率
が
当
て
は
め
ら
れ
て
い
る
。
両
制
度
と
も
大

企
業
に
有
利
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
財

政
健
全
化
を
図
る
観
点
か
ら
課
税
ベ
ー
ス
の
拡

大
に
向
け
て
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

⑵
中
小
法
人
課
税
に
つ
い
て

資
本
金
１
億
円
以
下
の
中
小
法
人
で
も
多
額

の
所
得
が
あ
り
、
担
税
力
や
財
務
状
況
が
脆
弱

と
は
言
え
な
い
法
人
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法

人
も
中
小
法
人
と
し
て
の
優
遇
税
制
を
享
受
し

て
い
る
た
め
、
現
行
の
「
資
本
金
１
億
円
以
下
」

の
基
準
を
資
本
金
と
資
本
金
以
外
の
別
の
指
標

を
組
み
合
わ
せ
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

所
得
税
制

１
、
所
得
税
率
の
見
直
し

日
本
の
所
得
税
制
は
最
高
税
率
が
し
だ
い
に

下
げ
ら
れ
、
資
産
性
所
得
も
分
離
課
税
の
形
で

低
率
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
の
所
得

税
制
は
空
洞
化
し
、
所
得
再
分
配
機
能
が
失
わ

れ
て
い
る
。
所
得
税
の
累
進
度
を
高
め
財
源
調

達
機
能
の
回
復
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

２
、
配
偶
者
控
除
の
見
直
し
に
つ
い
て

「
女
性
の
就
労
を
後
押
し
す
る
た
め
」
と
の

理
由
に
よ
り
、
配
偶
者
控
除
の
廃
止
や
移
転
的

基
礎
控
除
の
導
入
等
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、

扶
養
家
族
を
持
つ
社
員
に
は
家
族
手
当
を
支
給

す
る
企
業
も
多
く
、
１
０
３
万
円
を
超
え
な
い

範
囲
で
勤
務
時
間
を
調
整
す
る
者
が
多
い
た

め
、
女
性
の
就
労
機
会
を
逸
し
て
い
る
現
実
が

あ
る
。

働
き
手
確
保
の
観
点
か
ら
、
配
偶
者
控
除
額

を
引
き
上
げ
女
性
就
労
の
推
進
力
と
す
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
目
安
は
社
会
保
険
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
る
１
３
０
万
円
程
度
を
要
望
す
る

３
、
源
泉
所
得
税
の
納
付
期
限
に
つ
い
て

我
が
国
の
取
引
き
の
決
済
は
殆
ど
が
月
末
に

行
わ
れ
て
お
り
、
諸
公
課
の
納
期
限
も
お
お
む

ね
月
末
と
な
っ
て
い
る
。
源
泉
徴
収
義
務
者
の

事
務
効
率
の
観
点
か
ら
納
付
期
限
を
給
与
等
の

支
払
月
の
翌
月
末
日
に
、
ま
た
、
納
期
特
例
適

用
者
の
納
期
限
は
１
月
末
日
と
７
月
末
日
に
改

め
る
べ
き
で
あ
る
。

山
梨
県
連
平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
正
に

関
す
る
提
言
を
全
法
連
へ
提
出
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４
、
勤
務
地
が
国
内
及
び
国
外
双
方
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
た
場
合
の
国
内
源
泉
所
得
税
の

計
算
方
法
に
つ
い
て

昨
今
、
国
内
企
業
か
ら
海
外
勤
務
の
従
業
員

が
増
加
し
て
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
海
外
勤

務
が
一
定
の
日
数
以
上
に
達
し
た
従
業
員
の
税

額
精
算
は
、
複
雑
で
あ
り
簡
素
化
の
検
討
を
希

望
す
る
。

消
費
税
制

法
人
会
は
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
、
軽
減
税

率
は
事
業
者
の
事
務
負
担
、
税
制
の
簡
素
化
、

税
務
執
行
コ
ス
ト
及
び
税
収
確
保
な
ど
の
観
点

か
ら
問
題
が
多
く
、
税
率
10
％
程
度
ま
で
は
単

一
税
率
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
ス
タ
ン
ス
を
と

っ
て
き
た
。
平
成
28
年
度
税
制
改
正
で
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
伴
う
低
所
得
者
対
策
と
し
て
、

平
成
29
年
４
月
に
軽
減
税
率
の
導
入
が
決
定
さ

れ
た
が
、
平
成
31
年
10
月
に
延
期
と
な
っ
た
。

軽
減
税
率
の
導
入
に
よ
り
税
率
が
複
数
に
な

り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
が
全
面
的
に
導
入
さ
れ
る
ま

で
の
間
は
益
税
や
不
正
の
問
題
が
生
じ
て
く

る
。
消
費
税
制
度
は
事
業
者
、
消
費
者
、
国
民

全
員
の
信
頼
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
制
度
で

あ
り
、
そ
の
信
頼
性
を
損
な
う
特
例
措
置
は
廃

止
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
逆
進
性

に
対
す
る
低
所
得
者
へ
の
対
策
は
現
行
の
簡
素

な
給
付
措
置
の
見
直
し
で
対
応
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

事
業
承
継
税
制

土
地
・
建
物
及
び
未
上
場
株
の
相
続
の
非
課
税

に
つ
い
て

未
上
場
株
の
相
続
を
非
課
税
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、事
業
承
継
も
実
現
し
や
す
い
。さ
ら
に
事

業
に
供
し
て
い
る
土
地
と
建
物
が
相
続
時
に
非

課
税
と
な
れ
ば
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
中
小
企
業
の
円
滑
な
事
業
承
継
を
進

め
る
た
め
に
も
、事
業
用
資
産
の
土
地
・
建
物
及

び
未
上
場
株
の
相
続
税
を
非
課
税
と
す
る
こ
と
。

贈
与
税
制

基
礎
控
除
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

現
行
の
贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
は
平
成
13
年

か
ら
１
１
０
万
円
に
拡
大
さ
れ
て
以
来
低
い
水

準
に
設
定
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
資
産
が
高
齢

者
に
偏
在
す
る
と
い
う
社
会
問
題
化
と
も
な
っ

て
い
る
。
若
年
層
へ
の
資
産
の
円
滑
な
移
転
の

促
進
に
よ
る
消
費
拡
大
に
寄
与
す
る
観
点
か
ら

も
贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
を
現
行
の
１
１
０
万

円
か
ら
２
０
０
万
円
程
度
へ
の
引
き
上
げ
を
要

望
す
る
。

地
方
税
制

１
、
外
形
標
準
課
税
の
課
税
ベ
ー
ス
拡
大

に
つ
い
て

法
人
税
減
税
に
伴
う
課
税
ベ
ー
ス
の
拡
大
の

中
で
外
形
標
準
課
税
も
代
替
財
源
と
し
て
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
中
小
企
業
ま
で
課
税

ベ
ー
ス
を
拡
大
す
る
場
合
は
事
業
承
継
に
影
響

を
与
え
な
い
範
囲
に
と
ど
め
る
こ
と
。

２
、
固
定
資
産
税
の
見
直
し
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
は
地
価
の
長
期
的
な
下
落
に
も

関
わ
ら
ず
負
担
感
が
高
い
と
の
声
が
多
い
。
宅

地
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
実
勢
価
格
に
配
慮
し

た
評
価
、
居
住
用
家
屋
の
評
価
は
築
後
経
過
年

数
に
応
じ
た
評
価
方
法
に
す
る
な
ど
軽
減
の
方

向
で
見
直
し
、
あ
わ
せ
て
空
き
店
舗
、
空
き
家

の
流
動
化
に
資
す
る
固
定
資
産
税
制
を
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

３
、
償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
の
廃

止
・
縮
減
に
つ
い
て

償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
、
中
小

企
業
に
も
課
税
さ
れ
る
た
め
、
中
小
企
業
の
設

備
投
資
を
阻
害
し
、
課
税
の
公
平
性
で
問
題
が

あ
る
。
特
に
、
製
造
業
を
中
心
と
す
る
多
額
の

設
備
を
有
す
る
企
業
に
お
い
て
は
、
固
定
資
産

税
が
高
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
収
益
を
圧

迫
し
、企
業
競
争
力
に
悪
影
響
を
与
え
、国
際
的

に
も
事
業
用
資
産
に
対
す
る
課
税
が
稀
で
あ
る

こ
と
か
ら
廃
止
ま
た
は
縮
減
を
す
べ
き
で
あ
る
。

４
、
法
人
住
民
税
の
超
過
課
税
に
つ
い
て

法
人
住
民
税
に
お
け
る
法
人
税
割
の
税
率
に

つ
い
て
は
、
標
準
税
率
を
使
用
し
て
い
る
自
治

体
と
超
過
税
率
を
使
用
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
。
超
過
税
率
を
使
用
し
て
い
る
自
治
体
の
中

で
一
部
の
自
治
体
が
超
過
課
税
を
実
施
す
る
理

由
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
開
示
し
て
い
る
が
、

開
示
し
て
い
な
い
自
治
体
も
多
い
。
未
開
示
の

自
治
体
は
速
や
か
に
開
示
す
る
べ
き
で
あ
る
。

５
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
自
分
の
ふ
る
さ
と

に
限
ら
ず
、
応
援
し
た
い
都
道
府
県
・
市
町
村

に
寄
附
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
間
の
財
政
力

格
差
の
是
正
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
が
、
自
治
体
が
寄
附

を
募
ろ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
返
礼
品
を
め
ぐ
る

過
剰
な
競
争
に
な
っ
て
い
る
。
制
度
本
来
の
目

的
に
則
し
て
返
礼
品
に
規
制
を
設
け
る
な
ど
見

直
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他

１
、
二
重
課
税
の
廃
止
に
つ
い
て

個
別
間
接
税
と
消
費
税
と
の
二
重
課
税
の
問

題
は
、
平
成
元
年
に
消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
際
、

物
品
税
が
廃
止
さ
れ
、
自
動
車
重
量
税
と
自
動

車
取
得
税
に
つ
い
て
は
２
０
１
２
年
度
税
制
改

正
で
新
車
購
入
時
や
車
検
時
に
か
か
る
重
量
税

が
一
部
減
税
に
な
っ
た
が
、
石
油
諸
税
は
引
き

続
き
検
討
す
る
と
の
曖
昧
な
表
現
に
と
ど
ま

り
、
結
論
は
先
送
り
に
な
っ
て
い
る
。
消
費
税

と
の
二
重
課
税
が
行
わ
れ
て
い
る
課
税
体
系
を

是
正
す
べ
き
で
る
。
２．

社
会
保
障
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て

高
齢
化
社
会
の
急
進
展
で
今
後
の
社
会
保
障

給
付
は
急
速
な
増
大
が
見
込
ま
れ
、
財
源
を
消

費
税
に
頼
る
も
限
界
が
見
え
て
い
る
。
課
題
は

給
付
を
「
重
点
化
・
効
率
化
」
に
よ
っ
て
抑
制

し
、
同
時
に
ど
う
公
費
以
外
の
公
平
で
適
正
な

負
担
を
確
保
し
て
い
く
か
が
極
め
て
重
要
に
な

る
。
年
金
、
医
療
、
介
護
、
少
子
化
対
策
い
ず

れ
の
分
野
に
つ
い
て
も
、
抜
本
的
な
改
革
が
必

要
と
考
え
る
。

３
、
行
政
改
革
の
徹
底
に
つ
い
て

社
会
保
障
の
安
定
財
源
確
保
と
財
政
健
全
化

を
目
的
と
し
た
消
費
税
増
税
が
先
送
り
さ
れ
て

平
成
31
年
10
月
実
施
と
な
っ
た
が
、
そ
の
前
に

国
や
地
方
に
お
い
て
自
ら
身
を
削
る
行
政
改
革

の
徹
底
を
要
望
す
る
。

具
体
的
に
は
、
地
方
議
員
も
含
め
す
べ
て
の

議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
、
並
び
に
政
党
助
成

金
の
一
層
の
削
減
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
公
務
員
の
人
員
及
び
人
件
費
の
抑
制
を
推

し
進
め
地
方
公
務
員
の
給
与
は
地
域
の
民
間
企

業
の
実
態
に
準
拠
し
た
給
与
体
系
に
見
直
す
べ

き
で
あ
る
。
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●出身地　

千葉県

●趣　味　

スクーバダイビング

●モットー　

得意の時は一歩退き

失意の時は一歩進め
佐藤二朗総務課長

●出身地　

北海道留萌市

●趣　味　

スポーツ観賞、旅行

●モットー　

一期一会を大切に。

斉藤誠一法人1統括官

大月税務署人事異動のお知らせ

官 職 名

署 長

総 務 課 長

管理運営１統括官

管理運営２統括官

徴 収 統 括 官

個 １ 統 括 官

個 ２ 統 括 官

個 ３ 統 括 官

資 産 統 括 官

法 １ 統 括 官

法 ２ 統 括 官

法 ３ 統 括 官

法１総括上席

法１審理上席

松代　孝廣

佐藤　二朗

齊藤恵里子

高根　政直

芦沢　宏昌

橋本　　眞

山下　和浩

田沢　功司

橋爪　貴世

斉藤　誠一

天野　忠人

佐藤　栄彦

最知　　満

中山　　淳

松代　孝廣

荒内　洋之

西谷　和行

高根　政直

芦沢　宏昌

橋本　　眞

三枝　哲哉

田沢　功司

橋爪　貴世

潮　あゆみ

天野　忠人

世羅　良雄

大河原孝宏

中山　　淳

（留任）

東京局課税総括課総括主査

荻窪署　管理運営２統括官

（留任）

（留任）

（留任）

渋谷署　個人６統括官

（留任）

（留任）

豊島署　法人４統括官

（留任）

甲府署　個人７統括官

新宿署　特情官上席

（留任）

麻布署　総務課長

戸塚署　管理運営１統括官

蒲田署　個人２統括官

東京局事務管理二課課長補佐

東京局　調査三部主査

京橋署　法人連絡調整官

現　　　　任　　　　者 前　　　　任　　　　者

平成28年7月10日

新任者プロフィール

転
任
の
御
挨
拶

前
法
人
課
税
第
１
部
門
統
括
官
　

潮
　
あ
ゆ
み

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
東
京
国
税

局
総
務
部
事
務
管
理
第
二
課
課
長
補
佐
に

転
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

細
谷
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の
皆

さ
ま
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

大
月
署
初
の
女
性
統
括
官
、
初
め
て
の

山
梨
県
勤
務
と
、
最
初
は
戸
惑
う
こ
と
ば

か
り
で
し
た
が
、
法
人
会
の
皆
さ
ま
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、

無
事
に
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
出
来
た

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
優
し

さ
、
温
か
さ
に
触
れ
、
こ
れ
か
ら
一
層
良

い
関
係
を
築
こ
う
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の

異
動
と
な
り
、
本
当
に
残
念
で
す
。

わ
ず
か
一
年
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

と
て
も
濃
密
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
忘
れ
ら
れ
な
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

朝
、出
勤
し
て
自
分
の
席
か
ら
望
む
富
士

山
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。き
っ
と
こ
れ
か
ら

先
、
富
士
山
を
望
む
た
び
、
皆
さ
ま
の
こ

と
、
こ
の
一
年
の
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
と
感
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月
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の
ご
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員
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皆
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方
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
繁

栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、お
別
れ

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



大月税務署からのお知らせ
○平成28年分　年末調整等説明会の開催について
本年も下記の日程にて年末調整等説明会を開催いたします。
都合により対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありませ

ん。また小菅村・丹波山村については、青梅税務署の説明会が下記のとおり行われますので、そちらへもご出
席いただけます。

ただし、市町村で配布している給与支払報告書につきましては、対象地区以外の説明会場ではお渡しするこ
とが出来ませんので、直接各市町村にご請求いただくことになります。

通勤手当の非課税限度額が月額15万円に引き上げられました

⑴ 改正の内容
通勤手当の非課税限度額が10万円から15万円に引き上げられました。ただしこの改正は、交通機関等を利

用して通勤する場合の非課税限度額のみが対象で、交通用具（自動車や自転車）を利用して通勤する方の通
勤キロ数に応じた非課税限度額に変更はありません。
⑵ 適用関係
改正後の非課税規定は、平成28年１月１日以後に支払われるべき通勤手当について適用されます。
なお、次に掲げる通勤手当については、改正後の非課税規定は適用されません。
イ　平成27年12月31日以前に支払われたもの
ロ　平成27年12月31日以前に支払われるべき通勤手当で、平成28�年１月１日以後に支払われるもの
ハ　イ又はロの通勤手当の差額として追加支給されるもの

⑶ 課税済みの通勤手当についての精算
既に支払われた通勤手当については、改正前の非課税規定を適用したところで所得税及び復興特別所得税

の源泉徴収が行われていますが、改正後の非課税規定を適用した場合に過納となる税額は、本年の年末調整
の際に精算することになります。
既に支払われた通勤手当が改正前の非課税限度額以下である人については、精算の手続は不要です。

開催日 会場名・所在地 対象地域

11月８日(火)
富士五湖文化センター（ふじさんホール）大ホール 富士吉田市・富士河口湖町

富士吉田市緑ヶ丘二丁目5-23 忍野村・鳴沢村・山中湖村

11月９日(水)
都留市文化ホール（うぐいすホール）小ホール

都留市上谷1888-1
都留市・西桂町・道志村

11月15日(火)
大月市民会館　4階視聴覚室

大月市御太刀二丁目11-22
大月市

11月18日(金)
上野原市文化ホール（もみじホール）2階会議室2

上野原市上野原3832
上野原市（※小菅村・丹波山村）

開催時間（各会場共通）
用紙配布　　　　13時～13時30分

説明時間　　　　13時30分～16時

11月17日(木)
奥多摩町福祉会館　１階

西多摩郡奥多摩町氷川199-ロ
※（小菅村・丹波山村）

(16)
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ｅ−Ｔａｘ推進協議会からのお知らせ
e-Taxの受付日の拡大について

e-Taxの受付日については、本年5月以降、更なる利便性向上の観点から、法人税申告
書等の提出が多い、5月（３月決算）、8月（６月決算）、11月（９月決算）の最後の土曜
日及び日曜日に拡大しました！

なお、平成28年5月以降のe-Taxの受付日等は次のとおりです。

平成28年5月以降
１．通常期

【受付日】
・月曜日〜金曜日（祝日等及び12月29日〜1月3日を除きます。）
・5月、8月、11月の最後の土曜日及び日曜日（月末が土曜日の場合は、最後の日曜日

の代わりに翌月の最初の日曜日とします。）
【受付時間】
・8時30分〜24時

２．所得税等の確定申告時期※

・全日（土日祝日等を含みます。）24時間（メンテナンス時間を除きます。）
※具体的な期間については、12月上旬に国税庁ホームページでお知らせする予定です。

●国税の納付は、簡単・便利なダイレクト納付をご利用ください●
徴収高計算書データの送信に電子証明書やICカードリーダライタは不要です。また、

ダイレクト納付にも、電子証明書等は不要なので、源泉所得税及び復興特別所得税を納
めている方に、特におすすめです。

スマートフォンやタブレット端末からも電子納税（ダイレクト納付）が利用できます。
詳しくはe-Tax ホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

○インターネットを利用できるパ
ソコンがあれば、簡単な手続で
利用可能！

○インターネットバンキングの契
約が不要！

○金融機関や税務署の窓口に出向
く必要がありません!

簡　単
○即時又は納付日を指定して納付

することが可能！
○税理士が納税者に代わって納付

手続を行うことが可能！

便　利
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食生活と免疫力は、とても深い関係にあります。
食生活が乱れると、体調を崩してしまうのはご存
じのとおりですね。これは、バランスの崩れた食
生活により、免疫力が低下したこによるものです。

私たちの身体は食べ物からできています。つま
り、食事のとり方により、免疫力を高めることが
できるわけです。ここでは、免疫力を高める食事
について考えてみましょう。

●偏食・過食をしない
食事のとり方で大切なのは、バランスよく1日3

回食事をとること。そうはいっても、バランスよ
く、って難しいですね。

一番に気をつけたいのは、偏食や過食をしない
ことです。たとえば、野菜を食べずに好きなお肉
ばかり食べる、スナック菓子を食事代わりにする、
などの偏食。そして、美味しいからとついついお
腹が苦しくなるまで食べ過ぎてしまう・・・とい
うような過食。このような状態が続くと、免疫力
が下がってきます。

偏食や過食は腸に負担をかけるため、腸で行わ
れている免疫システムに悪い影響を与えます。私た
ちの免疫は、約70％が腸内細菌、残り約30％が精
神的なものに左右されると言われています。偏食
や過食は、腸内の悪玉菌が増える原因になります。

さらに、偏食はビタミンやミネラルの不足の原
因になります。これらは免疫細胞に必要な重要成
分なので、不足すれば免疫力が下がってしまうの
です。食べ過ぎ・偏食に注意して、腹八分目を心
がけましょう。

●免疫力を高める食材
では、どんな食べ物が免疫力アップにいいので

しょうか。この場合、カロリーが高ければいいとい
うものではありません。大切なのは、免疫力を強く
するための食材と、ウィルスから体を守ってくれる
粘膜を鍛えるための食材の両方をとることです。

◆食べて健康になる◆

免疫力を高める食事

免疫力を強化する食材

食　　　材 栄　　　養
イチゴ、柿、レンコンなど ビタミンC
シイタケ、エノキタケ、エリンギなど βグルカン
大豆、春菊、ブドウなど ポリフェノール
ブロッコリー、キャベツ、カブなど イソチオン・シアナート
ニンニク、長ネギなど アリシン

ウイルスからからだを守る食材

食　　　材 栄　　　養
玄米、そば、サヤインゲンなど ビタミンB群
ニンジン、ホウレンソウ、モロヘイヤなど βカロチン
アボガド、アーモンドなど ビタミンE
ナメコ、生ヒジキ、ヤマイモなど ムチン・フコイダン

●免疫力をサポートするビタミン・
ミネラル
免疫力を上げるためには、糖質・脂質・タンパ

ク質という3大栄養素の働きを助ける潤滑油の役
目をするビタミンとミネラル（無機質）が欠かせ
ません。ビタミン・ミネラルは、身体のさまざま
な働きをサポートする必須栄養素なのです。

ビタミン・ミネラルの必要量はごくわずかです
が、たとえ微量であっても、不足するといろんな
病気を招きます。

現代の食生活では、バランスの悪い食事や、加
工食品やインスタント食品、さらには食品添加物
などが多く使われることにより、ビタミン・ミネ
ラルが不足しやすくなっています。ビタミンやミ
ネラルを多く含む穀類・豆類・緑黄色野菜・食物
繊維を積極的にとり、一方で菓子類や清涼飲料水
などによる糖分のとり過ぎにも注意しましょう。

免疫力にかかわるビタミン・ミネラル
ビタミンＡ【皮膚や粘膜を強化、抗酸化作用がある】
かぼちゃ、人参、ほうれんそう、モロヘイヤ、あしたば、うなぎ、
レバーなど

ビタミンＢ６【免疫グロブリンと呼ばれる抗体の元。タンパ
ク質やアミノ酸の生成に関与する】

バナナ、いわし、マグロ、レバーなど

ビタミンＣ【マクロファージの活性化、インターフェロンの
産生を高める】

ブロッコリー、かぼちゃ、ピーマン、ゴーヤ、果物、イモ類など

ビタミンＥ【Ｂ細胞の増殖を促し、抗体の産生を高める】
モロヘイヤ、かぼちゃ、アボカドなど

亜鉛【Ｔ細胞を作る胸腺を活性化し、Ｔ細胞の機能を高める。
抗酸化酵素SODの活性化】

カキ、ホタテ、いわし、うなぎ、レバー、豆類、海藻、玄米など

セレン【抗体産出を高める】
魚、貝、ごまなど
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宮
。
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